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　真正粘菌という動物とも植物ともつかぬ奇妙な生き物がいます。巨大なア
メーバ状の単細胞生物なのですが、なんとこの生物には迷路を解く能力があ
るのです。さらには、ネットワークを設計する能力も。これって、知性！？　
そもそも、脳も神経も持たない彼らは、どうやってこんな芸当をやってのけ
るのでしょう。キーワードは、自律分散システムです。自律分散システムと
は、全体を統合する中枢なしに、自律的に働く要素の相互作用で、うまく機
能するシステムのことです。粘菌は、何億年もの年月を生き延びてきた、究
極の自律分散システムです。そんな生き物として大先輩の彼らから、ロボッ
トの制御法も教わってみましょう。


